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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第23期

第２四半期連結
累計期間

第24期
第２四半期連結
累計期間

第23期

会計期間
自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日

自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年２月１日
至  平成24年12月31日

売上高 (千円) 1,434,481 1,538,907 2,707,977

経常利益 (千円) 303,214 360,294 591,954

四半期(当期)純利益 (千円) 179,028 189,084 354,833

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 191,106 284,925 431,150

純資産額 (千円) 2,503,583 2,782,773 2,609,565

総資産額 (千円) 2,916,622 3,222,616 2,997,972

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 40.06 42.31 79.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 85.8 86.4 87.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 100,773 193,451 283,203

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △388,782 △252,687 △430,608

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △134,001 △111,621 △267,769

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,649,004 1,556,497 1,706,074

　

回次
第23期

第２四半期連結
会計期間

第24期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自  平成24年５月１日
至  平成24年７月31日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.13 19.89

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第23期は決算期の変更に伴い、平成24年２月１日から平成24年12月31日までの11か月の変則決算となってお

ります。また、第23期第２四半期連結会計期間は平成24年５月１日から平成24年７月31日まで、第24期第２四

半期連結会計期間は平成25年４月１日から平成25年６月30日までとなっております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については、以下のとおりであります。

(設計コンサルティング事業)

第１四半期連結会計期間より、ＯＮＥエネルギー株式会社を設立したため、持分法の適用の範囲に含めて

おります。

この結果、平成25年６月30日現在では、当社グループは、当社、子会社２社、関連会社２社により構成され

ることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

なお、当社は前連結会計年度より決算期を１月31日から12月31日に変更しております。これに伴い、当第

２四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年６月30日）は、比較対象となる前第２四半期連結累

計期間（平成24年２月１日～平成24年７月31日）と対応する期間が異なることから、前年同四半期の比較

については記載しておりません。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、長期金利の先高感や中国・欧州を中心とする海外経済の

動向などによる影響が懸念されたものの、政府の各種景気刺激策に加え、金融緩和政策による円安の進行

を受け、景気持ち直しの動きがみられました。

当社グループが主に関連する住宅業界におきましては、雇用・所得環境が改善しつつあることに加え、

政府による住宅取得促進策や歴史的な低金利、消費税増税や金利先高を見越した動きなどにより、住宅取

得意欲の向上がみられ、新設住宅着工戸数も堅調に推移いたしました。

このような事業環境の中、当社グループは、経営理念として「住宅産業の近代化とエネルギーサービス

により社会発展に貢献する」を掲げ、既存事業における安定収益の維持及び拡大のための事業戦略を推

進する一方、中長期的な成長を目指して新しい事業分野を開拓し、事業の収益基盤の強化に取り組みまし

た。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,538百万円、営業利益343百万円、経常利益360百万

円、四半期純利益189百万円となりました。
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セグメント別の業績は次のとおりであります。

　
①　設計コンサルティング事業

新設住宅着工戸数の堅調な推移を受けて、給排水設備設計業務及び電気設備設計業務の既存得意

先の売上が増加したことに加え、新規得意先の開拓も進んだ結果、売上高は1,088百万円、営業利益は

345百万円となりました。

　
②　カスタマーサポート事業

既存得意先に対する採用エリアの拡大及び新サービスの導入に伴い、受託が堅調に推移したこと

により、売上高は283百万円、営業利益は60百万円となりました。

　
③　申請監理事業

首都圏のマンション・商業施設に関する建設需要が堅調な中、東京都内の開発案件の受託に注力

した結果、売上高は166百万円、営業利益は22百万円となりました。

　
(2) 財政状態の分析

①　資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.3％減少し、2,601百万円となりました。これは、主として現

金及び預金が101百万円減少したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて60.2％増加し、620百万円となりました。これは、主として関

係会社株式が220百万円増加したことによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、7.5％増加し、3,222百万円となりました。

②　負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて15.5％増加し、399百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて4.8％減少し、40百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べて13.2％増加し、439百万円となりました。

③　純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて6.6％増加し、2,782百万円となりました。これは、四半期純

利益（189百万円）及び為替換算調整勘定の増加（95百万円）の計上による増加の一方で、配当金によ

る取崩し（111百万円）が発生したことによります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ149百万円減少して1,556百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、得られた資金は193百万円となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利

益300百万円を基礎として、法人税等の支払額52百万円を支出したことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は252百万円となりました。これは主として、関係会社株式の取得によ

る支出223百万円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は111百万円となりました。これは、配当金111百万円を支出したこと

によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,658,000 4,658,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 4,658,000 4,658,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

- 4,658,000 - 87,232 - 118,032
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(6) 【大株主の状況】

平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

岩崎  辰之 東京都足立区 1,142,000 24.52

パナソニック株式会社 大阪府門真市大字門真1006番地 694,000 14.90

株式会社ＬＩＸＩＬ 東京都江東区大島２－１－１ 440,000 9.45

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社(信託口)

東京都中央区晴海１－８－11 201,300 4.32

株式会社エプコ(自己株式)
東京都足立区千住仲町41－１
三井生命北千住ビル

189,273 4.06

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED
STOCK FUND(PRINCIPAL ALL SECTOR
SUBPORTFOLIO)
(常任代理人  三菱東京ＵＦＪ銀行)

82 DEVONSHIRE ST BOSTON MASSACHUSETTS
02109360582
(東京都千代田区丸の内２－７－１)

150,000 3.22

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社(信託口)

東京都港区浜松町２－11－３ 120,000 2.58

資産管理サービス信託銀行株式会社
(証券投資信託口)

東京都中央区晴海１－８－12
晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタ
ワーＺ棟

73,800 1.58

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１－６－１ 57,900 1.24

エプコ社員持株会
東京都足立区千住仲町41－１
三井生命北千住ビル４階

43,800 0.94

計 ― 3,112,073 66.81

(注) 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 201,300株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 120,000株

資産管理サービス信託銀行株式会社 73,800株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 189,200 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,467,200 44,672 ―

単元未満株式 普通株式 1,600 ― 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　 4,658,000 ― ―

総株主の議決権 ― 44,672 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合
(％)

株式会社エプコ
東京都足立区千住仲町41－１
三井生命北千住ビル

189,200 ― 189,200 4.06

計 ― 189,200 ― 189,200 4.06

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,041,174 1,939,780

受取手形及び売掛金 374,431 437,704

仕掛品 145,888 151,967

繰延税金資産 7,956 9,318

その他 42,495 66,095

貸倒引当金 △1,566 △3,036

流動資産合計 2,610,380 2,601,829

固定資産

有形固定資産 152,042 143,756

無形固定資産 58,060 63,472

投資その他の資産 ※
 177,489 413,559

固定資産合計 387,592 620,787

資産合計 2,997,972 3,222,616

負債の部

流動負債

買掛金 25,905 25,059

未払法人税等 53,272 122,491

前受金 99,621 93,826

賞与引当金 7,666 4,236

その他 159,356 153,696

流動負債合計 345,822 399,311

固定負債

長期未払金 15,028 15,028

その他 27,555 25,504

固定負債合計 42,583 40,532

負債合計 388,406 439,843

純資産の部

株主資本

資本金 87,232 87,232

資本剰余金 118,032 118,032

利益剰余金 2,576,628 2,653,994

自己株式 △188,763 △188,763

株主資本合計 2,593,129 2,670,495

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 16,436 112,277

その他の包括利益累計額合計 16,436 112,277

純資産合計 2,609,565 2,782,773

負債純資産合計 2,997,972 3,222,616
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 1,434,481 1,538,907

売上原価 838,786 839,257

売上総利益 595,695 699,650

販売費及び一般管理費 ※
 298,531

※
 356,071

営業利益 297,163 343,578

営業外収益

受取利息 985 1,177

業務受託料 2,815 －

為替差益 69 －

還付金収入 － 22,243

持分法による投資利益 1,979 187

その他 200 290

営業外収益合計 6,050 23,899

営業外費用

為替差損 － 7,182

営業外費用合計 － 7,182

経常利益 303,214 360,294

特別損失

構造改革費用 － 59,040

固定資産除売却損 2,397 1,053

その他 － 142

特別損失合計 2,397 60,236

税金等調整前四半期純利益 300,816 300,058

法人税、住民税及び事業税 100,331 113,052

法人税等調整額 21,456 △2,079

法人税等合計 121,788 110,973

少数株主損益調整前四半期純利益 179,028 189,084

四半期純利益 179,028 189,084
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 179,028 189,084

その他の包括利益

為替換算調整勘定 12,077 95,840

その他の包括利益合計 12,077 95,840

四半期包括利益 191,106 284,925

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 191,106 284,925

少数株主に係る四半期包括利益 － －

EDINET提出書類

株式会社エプコ(E05293)

四半期報告書

13/20



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 300,816 300,058

減価償却費 30,991 32,841

持分法による投資損益（△は益） △1,979 △187

売上債権の増減額（△は増加） △31,251 △50,945

仕入債務の増減額（△は減少） 6,573 △846

その他 △12,047 △37,306

小計 293,103 243,614

利息及び配当金の受取額 363 2,229

法人税等の支払額 △192,915 △52,392

法人税等の還付額 221 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 100,773 193,451

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △302,400 △1,928

関係会社株式の取得による支出 － △223,500

有形固定資産の取得による支出 △56,660 △8,391

無形固定資産の取得による支出 △22,440 △13,507

その他 △7,281 △5,360

投資活動によるキャッシュ・フロー △388,782 △252,687

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △134,001 △111,621

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,001 △111,621

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,796 21,280

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △410,213 △149,577

現金及び現金同等物の期首残高 2,059,218 1,706,074

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,649,004

※
 1,556,497
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日　至  平成25年６月30日)

（持分法適用の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、ＯＮＥエネルギー株式会社を設立したため、持分法の適用の範囲に含めておりま

す。

　

【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産

については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響は、軽微であります。

　

【追加情報】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

投資その他の資産 1,186千円
　

　 ―千円
　

　

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

給与手当 85,191千円 118,356千円

役員報酬 50,864 48,991

貸倒引当金繰入額 1,517 1,470

賞与引当金繰入額 542 ―

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

　 (平成24年７月31日現在) (平成25年６月30日現在)

現金及び預金 1,951,404千円 1,939,780千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △302,400 △383,282

現金及び現金同等物 1,649,004 1,556,497
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成24年２月１日　至　平成24年７月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月25日
定時株主総会

普通株式 134,061 30平成24年１月31日 平成24年４月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月７日
取締役会

普通株式 134,061 30平成24年７月31日 平成24年10月５日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月27日
定時株主総会

普通株式 111,718 25平成24年12月31日 平成25年３月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月12日
取締役会

普通株式 111,718 25平成25年６月30日 平成25年９月５日 利益剰余金

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成24年２月１日  至  平成24年７月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

設計コンサル
ティング

カスタマー
サポート

申請監理 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 998,113259,961176,4061,434,481 ― 1,434,481

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 998,113259,961176,4061,434,481 ― 1,434,481

セグメント利益 340,554 21,243 26,077 387,875△90,711297,163

（注）１．セグメント利益の調整額△90,711千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

EDINET提出書類

株式会社エプコ(E05293)

四半期報告書

16/20



　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

設計コンサル
ティング

カスタマー
サポート

申請監理 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,088,609283,460166,8371,538,907 ― 1,538,907

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,088,609283,460166,8371,538,907 ― 1,538,907

セグメント利益 345,192 60,538 22,476 428,206△84,628343,578

（注）１．セグメント利益の調整額△84,628千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の

法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税

法に基づく方法に変更しております。

なお、これによる損益に与える影響は、軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
至　平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
至　平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 40.06 42.31

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 179,028 189,084

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 179,028 189,084

普通株式の期中平均株式数（株） 4,468,727 4,468,727

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要　

───────
 

 

───────
 

 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第24期（平成25年１月１日から平成25年12月31日まで）中間配当について、平成25年８月12日開催の取

締役会にて、平成25年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

いたしました。

①　配当金の総額 　　 111,718千円

②　１株当たりの金額     　  25円00銭

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成25年９月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月12日

株式会社エプコ

取締役会　御中

　

あらた監査法人

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　齊　　藤　　　　　剛　　印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　矢　　野　　貴　　詳　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会
社エプコの平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25
年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年６月
30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四
半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。

　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エプコ及び連結子会社の平成25年６
月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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